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極形式 (polar fOrm)lal 極形式とは?偏 角とは?

植形式 平 而の Lで,直 交座標での点 (a,b)と極座標での

点 律,θ)には,a=rOse,あ =rsゃneの 関係があるので,

号予難蓮機繁1藻静確部ヽを
も書く。ここで,T=αlはαの誌い財ぬであり,θ=arg a

は αのイ融各 に堅ument)といい,実 軸の正の部分と線分

Oaが 作る角度で,反 時計回りが正である.

α=lαl(COS arg a十づSin argり,あるいは,a二 la cι
argα

り,そして,;=震業鍔=ヤ的0だから,θ=t的戸培
きる.
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とも書ける。T=降|=胴卒b2,であ
となり,r)θをα,bから求めることもで

α=β⇔
{3亘 岳捜 律=吼ュ,土名…・>と 卜に,酢

覇品慈 ぎぷ .先
偏角には,2に 下 の不定性がある.
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匡∃ 1+預 ぢぅを極形式で表せ.
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[解1上の2行 は極形式の積と商である。αた=Tた(COS θぇ十づsin θん)=rたCづθた,(ん=1,2,…・,れ)と して,

3行 日の式を示す.陀個の複素数の積を極形式で考える。
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! ,特 に ,αl =α 2 =…
・=α . = a = T ( c o s  θ 十 づS i n  θ) = T c tθ,
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(η=0)± 1,±2)・…).これを ド・モアブルの定理 (de MdVre's theorem)とい う.
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区□ 次の複素数 (1)(2)を複素平面上に描き,極

形式を求めよ。 (1)預
一あ (2)1-づ

この結果を使つて,次を計算し,極形式を求めよ.
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